











































































 第 2 章第 4 節では、それまでの結果をもとに、各対象者の聴力、環境音の音響情報と背
景情報が聴覚障害者の環境音認知に与える影響についてまとめた。ここでは、背景情報の
活用について第 3章以降での更なる検討の必要性が示された。 
 第 3 章では、背景情報から音源を推測する過程、背景情報から推測した音源を手がかり
として環境音を認知する過程に分け、聴覚障害者の環境音認知における背景情報の活用方
略について検討した。 























 第 3章第 2節第 2項では、聴覚障害者 10名（環境音識別実験の結果から高成績群と低成
績群に分類された）を対象に、対象者ごとに聴取経験の多寡を統制した刺激を用いて第 3
章第 2 節第 1 項と同様の異同弁別課題を行い、聴取経験の多寡が音源の聴覚表象を想起す
る過程に及ぼす影響について検討した。対象者 10名のうち 8名において、聴取経験が多い
と答えた刺激の半数以上で反応時間の短縮がみられた。また、反応時間の短縮の有無と聴









 第 3章第 3節では、第 1節と第 2節の結果をもとに、聴覚障害者の環境音認知における
背景情報の活用方略についてまとめた。 
 第 4章では、それまでに得られた知見をもとに総合考察を行い、聴覚障害者における環境音
の認知方略について検討した。今回の研究の結果からは、聴覚障害者は音響情報を処理する
過程と、背景情報から推測した音源の聴覚表象を想起する過程に困難を抱えていることが
推察された。音響情報を処理する過程に関しては、聴力に大きな影響を受けるため、困難
の改善には限界があると考えられた。従って、聴覚障害者の環境音認知においては背景情
報の活用が重要となり、背景情報を活用するためにも、主体的な聴覚活用をとおして環境
音の聴覚表象を形成していくことが重要になると考えられた。今後は聴覚障害者が音響情
報や背景情報を処理する過程をより詳細に検証し、研究で得られた結果を参考にしながら、
聴覚障害者の環境音認知を向上させるための支援・指導を検証していく必要がある。 
 
 
 
